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医療とスポーツの連携で
健幸寿命健幸寿命を延ばす

スポーツ医療連携チーム

提案書

2023年9月25日
館山市役所有志
公益財団法人安房医師会有志

　今回、医療とスポーツの連携で『健幸寿命』を伸ばすという提案書を企画いたしました。
　ことの始まりは、スポーツ庁から日本医師会内の『運動・健康スポーツ医学委員会』あてに、令和５
年度スポーツによる地域活性化推進事業（運動・スポーツ習慣化促進事業「医療と連携した地域におけ
る運動・スポーツの習慣化の取組」）への参加依頼があったことです。
　日本医師会としては、この企画を推奨しており、この取組の実現に向けては、地区医師会と地方公共
団体や関連団体が連携し、一体となって協働していくことが必要です。
　またこの事業はスポーツ庁から地方公共団体に通知されたものですが、地区医師会としても積極的な
働きかけをするようにと日本医師会より依頼されたものです。安房医師会で協議後、館山市役所有志に
相談いたしまして、今回この提案書を提出する次第です。
　館山市は気候にも恵まれ、冬は霜が降りない地域であり、季節を問わずスポーツを楽しめる状態にあ
り、若潮マラソン、寒中水泳、トライアスロンのみならず多種多様なスポーツを普段から実践しています。
　一方で、近年、高齢化の進展とともに医療費が増加し、これが館山市の財政を圧迫する原因の一つに
もなっていると認識しています。
　こうした課題を解決するうえでも安房医師会と館山市が連携し、高齢者のみならず全ての世代の市民
に対し運動とスポーツの習慣化を啓発することにより、健幸寿命を延ばし、さらにそれを周辺自治体に
も波及させていくことが重要です。
　ぜひ、市民のため、館山市の既存の施設を利用し、生活習慣病やフレイルの改善や予防を視野に、市
民が楽しく安全にスポーツに取り組む事よって、『健幸寿命』が伸びることを期待します。
　さらには SNSなどを通じ館山市の取り組みを常時発信することにより、移住者が増加し、市の活性
化にもつながると信じております。

公益社団法人安房医師会
前会長・監事　小嶋良宏

第１回

２０２３年６月１９日（月）

・現状の確認
・目指す姿について議論
・スケジュールの確認
・関係する団体などの確認
・ターゲットについて議論

第2回

２０２３年８月16日（水）

・具体的な取り組みについて
　議論
　　体制整備、現状の見える
　　化、運動習慣に必要なこ
　　と、取り組みの優先順位、
　　効果の測定など

プロローグ

＊健幸とは
私どもは、人生１００年時代を医療とスポーツの連携により、健康寿命を延ばし、より幸福に過ごすことができる
人生を「健幸」という言葉で表しました。
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第3回

２０２３年８月２８日（月）

・提案項目の議論
　　体制整備
　　資源（リソース）洗い出し
　　リソースの整理とまとめ
　　行動化・定着化の具体策
　　成果測定など　　

第4回

２０２３年９月1３日（水）

・「提案書骨子」について議論

第5回

２０２３年９月２５日（月）

・館山市長に提案

提案の全体像 0３

基本理念 0５

推進体制を整える 0６

リソースを洗い出す ０７

リソースをカタチにする ０８

リソース活用事業を展開する ０９

成果を測る、見える化する １０

目次
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提案の全体像

健幸日本一
健幸寿命の延伸

スポーツと医療の連携

リソース活用事業展開

行政関係者

医療関係者スポーツ関係者

社会教育関係者 健康関係団体等

学術関係者子育て関係者

推進体制

リソース
（健康に資するスポーツ資源）

洗い出す

整理する

カタチにする

発信する

医療との連携
社会的処方・運動処方の検討
　医師や保健師などが、運動がもた
らす健康効果を明示して運動推奨に
つなげる「社会的処方、運動処方」
の検討を進める。

自発行動誘発
自ら気づく・人を誘う行動誘発
　情報冊子、ホームページ、SNSな
どの活用。
　既存イベントを活用し、人を誘い
やすい環境を創る。

情報シート化
データベース化

行動の習慣化
モチベーション対策
　インセンティブの導入・競争意識
への刺激、健康状態の見える化など
を検討する。
　つながる仕組みを創る。
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全体スケジュール

推進体制を
整える

リソースを
洗い出す

リソースを
カタチにする

リソース活用
事業を展開する

成果を測る、
見える化する

●スポーツ医療
　チームの展開

●（仮称）スポーツ・
医療連携推進協議会
の設立

●（仮称）スポーツ・
医療連携推進協議会
の展開

●リソース候補の
　洗い出し

●リソースの
　「カタチ化」

●リソースの
　アップデート

●リソースの
　調査及び整理

●健康行動誘発 ●健康行動の
　習慣化

●取り組みの評価

企画段階 行動開始段階 習慣化段階
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目指したい姿

　「スポーツと医療が連携することで、健幸寿命を延ばし、健幸日本一を目指します！」
　　キーワードは、健幸寿命延伸、生活習慣病予防、健康格差解消、健康意識の定着
　　スポーツでつくる“つながり”、スポーツの習慣化、孤独・孤立対策。

大切にしたいコト
　１　行動につなげる。そして、継続する。
　いろいろなアイデアも具体的な行動につながらなければ意味がありません。
　具体的な行動につなげることを大切にします。
　そのために、理想的な目標への第一歩として、まずは小さなことから始め、
　続けて取り組みながら、どんどん改善し、大きく育てること、
　どれだけ達成できたか、みんなで実感できるようにすることを大切にします。

　2　健康を“見える化”する。
　第一歩は自分の健康のことを知ることです。知ることで気づきが生まれます。気づくと行動への意欲
が高まります。行動してみたら変化が生まれます。
　始まりは、知ることです。
　知るためには、スポーツや健康のことを、いろんな視点で見えるようにする必要があります。

　３　楽しくなければ続かない。
　スポーツを通じて健康になるためには、続けることが大切です。
　義務感やプレッシャーだけでは長続きしません。
　人とのつながりや自分が変化することの実感、自分へのご褒美など、楽しさを加えることが継続への
大きな要素になります。楽しさあふれる取り組みが大切です。

現状と課題の整理
　健康意識のある人とない人の格差が生じている。
　健康に無関心な人に対するアプローチが困難である。
　子育てや仕事で忙しい人は健康や運動といった意識が薄い。
　健康のためのスポーツが習慣化していない。

基本理念
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提案 1　推進体制を整える

具体的な取組

● ( 仮称 ) スポーツ・医療連携推進協議会の設立

● ( 仮称 ) スポーツ・医療連携推進協議会の展開

● スポーツ医療連携チームの展開

　本取り組みを推進するための中核組織として (仮称 ) スポーツ・医療連携推進協議会を設立する。
　なお、段階に応じて柔軟なメンバー構成を目指す。

①　企画段階　スポーツ医療連携チームの展開
　　　行政：館山市健康福祉部健康課、館山市教育委員会スポーツ課
　　　医療：公益社団法人安房医師会
　　　＊基本的な方針、具体策案の検討

②　行動開始段階　(仮称 ) スポーツ・医療連携推進協議会の設立
　　　行政：館山市、館山市教育委員会
　　　医療：公益社団法人安房医師会、その他歯科、薬剤、看護など地域の医療を支える団体や関係者
　　　市民団体等：地域スポーツを支える中核的な関係者、健康スポーツの取り組みを進める団体、地域
　　　　　　　　　の健康施策を支える団体や関係者
　　　等の関係者の協力を得ながら、(仮称 ) スポーツ・医療連携推進協議会を設立する。

③　習慣化段階　(仮称 ) スポーツ・医療連携推進協議会の展開
　　　行政：関連する部署の拡充を図る。
　　　また、必要に応じて、医療、介護、福祉、健康、スポーツ、文化活動等の幅広い関係者の参加や協
　　力を依頼する。
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提案２　リソースを洗い出す

具体的な取組

● リソースの調査及び整理

● リソースのアップデート

● リソース候補の洗い出し

　スポーツ医療連携による健幸寿命延伸のために活用できるリソース（資源）を洗い出し、調査する。
　調査結果を健幸情報シートとして整理し、分類する。

①　企画段階　　リソース候補の洗い出し
　　　自分の健康状態　健診等のデータ、現有データの整理
　　　スポーツ関連施設　スポーツ系公共施設、民間施設等
　　　　　　　　　　　　ウオーキングコース、ランニングコース等
　　　スポーツ関連イベント、各種教室
　　　　公的　ランニング、ウオーキング、レジャースポーツなどのイベント、
　　　　　　　スポーツ講座・教室、健康教室など
　　　　民間　総合型地域スポーツクラブ開催スポーツ教室、市が後援するイベント・教室
　　　　　　　市民向けスポーツ講座、中央公民館・地区公民館のイベント、サークル活動
　　　　その他　トイレ、水分補給拠点

②　行動開始段階　リソースの調査及び整理
　　　リソース候補の調査　既存データ調査、現地調査など
　　　自分の健康状態の見える化　現存データから見える住民の健康状態を図化する。
　　　情報シート化　施設及びイベントなどについて、一つのリソースを一つの情報シートとして整理する。
　　　　　　　　　　＊　スポーツの強度や効果に関する情報も研究する。
　　　データベース化　デジタル処理可能なデータベースを構築する。

③　習慣化段階　リソースのアップデート
　　　リソース情報のアップデートを定期的に行う。
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提案３　リソースをカタチにする

具体的な取組

● 各情報媒体のアップデート

● リソースのカタチ化
　　　　　　　　（マッピング、情報冊子作成、ネット配信）

　住民が自らの健康のために活用できるリソースを見つけたり、人を誘ったり、人に勧めたりできるよう
な媒体を作成する。

①　企画段階　　

②　行動開始段階　リソースの「カタチ化」
　　　マッピング　スポーツ関連施設、スポーツ関連イベントなどをリソースマップに落とし込む。
　　　情報冊子作成　情報冊子（リソースブック）を制作する。
　　　ネット配信　ホームページや SNSなどで配信する。

③　習慣化段階　リソースのアップデート
　　　それぞれの情報媒体をアップデートする。
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提案４　リソース活用事業を展開する

具体的な取組

● スポーツ資源の社会的処方活用の可能性探求

● モチベーションを高める仕組み創り

● 自ら気づく、人を誘うきっかけ創り

　行動誘発として、自ら気づく仕組みを充実させる。また、誘発の大きな要因となる人からの「誘い」の
仕組みを検討する。また、医師などの医療関係者からの「推奨」として、スポーツ資源が持つ社会的処方
の可能性を検討する。
　習慣として定着するための、モチベーション対策、特に「つながり」の可能性に着目し ITなどを活用し
たつながりやすい仕組みを検討する。

①　企画段階　　

②　行動開始段階　健康行動誘発
　自発的行動誘発
　　　自ら気づく　情報冊子、ホームページ、SNSなどを周知する。
　　　人を誘う　既存イベントを活用し、人を誘いやすい環境を創る。
　医療との連携
　　　社会的処方・運動処方の検討　
　　　　医師や保健師などからのアドバイスをバックアップするシステムを検討する。
　　　　＊社会的処方とは？　薬を処方することで、患者さんの問題を解決するのではなく『地域とのつ
　　　　　ながり』を処方することで、問題を解決するというもの。

③　習慣化段階　行動の習慣化
　　　モチベーション対策
　　　　健幸ポイントなどのインセンティブ対策や競争意識を刺激するための対策を図る。
　　　　また、パーソナルヘルスデータなどを活用することで、運動の前後に自らの健康状態の変化を数
　　　　値で確認できる仕組み（健康状態の見える化）を検討する。
　　　「つながる」仕組み
　　　　ポケモン型の仕組みを創る。
　　　　スマートウオッチなどの ITを活用したつながり誘発の仕組みを作る。

● つながる仕組みによる習慣化
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提案５　成果を測る、見える化する。

具体的な取組

● 本質的な成果指標の探求

● 運動習慣化率の算出
　　　　　　　　

取り組みの達成度を測る指標として、「運動習慣化率」を設定し、成果を評価する。

①　企画段階　　

②　行動開始段階　

③　習慣化段階　取り組みの評価
　健康増進計画策定時のアンケートを利用して「運動習慣化率」を算出し評価する。
　なお、本質的な指標としての「自らの健康度」や「自己満足度」、「楽しさ度」などの指標について検討
を重ねる。
　加えて、運動・スポーツ無関心層（非実施層）の取込率、 運動・スポーツへの意欲、 運動・スポーツ実施
率（運動・スポーツの習慣化）、  医師等との連携、 運動・スポーツ関連資源マップを活用した健康づくりの
推進の各項目について評価の手法を検討する。

　古代ギリシャに活躍した医聖・ヒポクラテスの格言に

は既に『歩くことは人間にとって最良の薬である』・『

筋肉を十分に使っている人は病気に罹りにくく、いつま

でも若々しい』と謳われ、古来より運動と健康は密接な

関連が指摘されています。

　紀元前の時代から約2.500年を経過した現在まで運動

が健康維持に良いことは実証されています。

　問題はこの事実を地域住民が理解し、必要なものであ

ると受容し、実践に至るまでの手段を整えることです。

　それには先ず『動機付けの方法』と『環境整備』が前

提となります。

　この提案書は地域住民が運動・スポーツを習慣として

日常的に行うために有効な手段を模索してみました。

　公益社団法人安房医師会

　会　長　　　原　　　徹

エピローグ
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問 9 「健康スポーツ医学実践ガイド」に対してご意見等がありましたらお答えください。 

問 6 の回答 問 9 の回答 
1. 大いに活用 書籍の啓発 
2.それなりに活用 問８の「3.ライフステージ・対象別にみた運動についての医師の関わり」につ

いて、学校健診及び、産業医の関わりについての内容を、もう少し充実させ、
様々な分野で活躍する医師に運動療法を活用して欲しい。 

2.それなりに活用 普段の診療や委員会の資料作成に大変役立っています。 
2.それなりに活用 もう少し画像を増やして頂ければ 
3.活用していない 今後の健康スポーツ医の役割として、高齢者へのロコモティブシンドロームの

予防や早期対応、そして、地域のスポーツイベントへの参加協力などを期待す
るところです。ガイドには実践例をいくつか掲載いただいていますが、文章が
多く少しイメージが湧きにくい感じがあります。興味を持てるよう写真などを
増やし読みやすくしていただけたらありがたいです。 

3.活用していない 予算があれば健康スポーツ医に配布 
3.活用していない 同ガイドの活用については、今後の部会幹事会などで検討していきたいと思

う。 

Ⅳ.首長のスタンスについて 

問 10 首長（知事）の運動・スポーツに対するスタンスとして、最も当てはまると思うものをお答えく
ださい。 

23.4%

17.0%

31.9%

2.1%

25.5%

知事のスタンス（n=47）

1.運動・スポーツを大変重要と考えている。予算付けや会議体の設置など、重要性を充分に理解し行動している。

2.運動・スポーツを重要と考えている。運動・スポーツの関係者とのコミュニケーションは円滑であり、予算付け、
会議体設置などの行動にある程度期待が持てる。
3.重要性は一定程度理解している。ただし運動・スポーツの関係者とのコミュニケーションは少ない。

4.あまり関心がないと思う。

5.よくわからない。
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Ⅴ.運動関連資源マップへの関心度 

問 12 日本医師会はスポーツ庁と連携して運動関連資源マップを推進しています。この事業についてど
のようにお考えでしょうか。 

1.すでに取り組んでいる 1 

2.取組みができないか検討中 22 

3.取組みを行う予定はない 13 

4.運動関連資源マップについて知らなかった 11 

計 47 

2.1%

46.8%

27.7%

23.4%

運動関連資源マップの推進（n=47）

1.すでに取り組んでいる 2.取組みができないか検討中

3.取組みを行う予定はない 4.運動関連資源マップについて知らなかった
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